




超音波パルス波の胎児に対する安全性を検討するに当って,基本的に最も必要なのは,パル

ス超音波の性状およびその音響強度値である。これらが明確でなければ超音波を照射して

得られた動物実験の成績も正しく評価することができない。また,培養細胞や妊娠動物に超

音波パルス波を照射して何らかの成績が得られたとしても,それは人体における超音波診

断と著しく状況が異なっているので,少なくとも人体に超音波を入射したときに胎児に到

達するまでにどの程度の減衰が入射超音波に起こるかを検討しておく必要がある。さらに,

種々の実験成績を今後の超音波診断装置に応用して音響強度を定めるにしても,超音波照

射量の低減策が検討されていなければ,本研究班において得られた結論を適用しがたい場

合が生じるおそれもあるので,診断装置の改善・改良も必要である。 

本班員は,これらの点について検討を行ない成果を得た。 


